
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 2013年 3月 17日 ＮＯ122． 

小西喜代次 
信楽町勅旨 456 

℡  83-0765 
Fax 83-0765 

安井 直明 
土山町前野 541 

℡ 67-0147 
Fax 67-1660 

 

 

 

 

 

山岡 光広 
甲南町森尻 16 

℡  86-2985 
Fax 86-0415 

小松 正人 
水口町名坂 128 

℡ 62-9652 
Fax  76-0150 

日本共産党甲賀市議団のホームページ。http://city-koka.jcp-web.net/ 

意見書日本共産党の議案提案を生かした意見書案と提案者。 
★少人数学級実現のための財政支援を★活断層の可能性の高い敦賀原発の廃炉を （山岡光広） 

★政党交付金の廃止を ★民意を反映した衆議院選挙制度への改革を      （安井直明） 

★沖縄県の総意、オスプレイ「建白書」に応えること             （小西喜代次） 

★世界に誇るべき宝、憲法 9条を守ること                  （小松正人） 

  

★ 被災者本位の復興予算配分を求める（山岡議員） ★米兵犯罪

の根絶を求める（小西議員） 

 

聴覚障害者、手話サークル等の人で傍聴席は満席。聴覚障害者対応型火災警

報器への補助を質問。市長は「給付事業を拡充するよう検討している」と約束。

また、市の広報ＴⅤ番組『きらめきこうか』を充実させるために、画面に字幕

や手話を入れることを提案。甲賀ケーブルの時に放映されていた「手話トピッ

クス」の復活、緊急メールとのリンクも検討するべき、と求めました。市長は

「新年度からキャスターとプロデューサーを各一名増員と番組の充実を図っ

ていく。そのなかで新年度から字幕スーパーを入れる方向で検討中」と回答。

また、手話をメインとした（帯）番組も復活を約束。この他甲南駅舎及び周辺

整備、児童クラブの延長保育、草津伊賀線の歩道整備について質問しました。 

 

 

 名刹大池寺の「臥龍の松」枯れに対して銘木の感染予防や、保護管理強化す

べき、樹木医を指定し管理を施よ、と質問。予防は所有者や管理者扱いであり、

銘木・古木は、市景観計画との整合を図ると答弁。また、保全は重要で検討す

ると答弁。続いて、新甲賀病院開院に伴い市道の安全対策を質問。国道 1 号か

ら入ってすぐの交差点信号設置は要望済み、水口北保育園の T 字路は信号設置

を含め安全策を講じると答弁。通院等の交通利便はとの質問に、土山、貴生川

駅から直通便を。その他の地域からも延伸するなど対策を強化すると答弁。ま

た、市と認定こども園の協定で市と同等以上の教育・保育が得られているかと

質問。教育・保育適正に継承、派遣の成果があったと答弁しました。 

 

安倍政権が 2013 年度予算で生活保護費は３年連続で大幅に引き下げようと

している事に関して、引き下げに反対の立場から、市民生活への影響について

質問。答弁は、国の具体的な内容が示されていない、国の動向を注視するとの

ことでしたが、国民にとって負担増だけになることを指摘しました。 

甲賀市では、国税徴収法や地方税法の「滞納処分の停止の要件等」に当たる、

生活保護受給者や同等の生活状態の人からも滞納徴収を行っていることから、

直ちにやめることを求めたところ、「停止し、関係部局に徹底する」するとの

答弁。信楽高校への市の支援策、課題状況については、「（仮称）信楽高校地域

支援協議会」を核として支援を進めていくとの答弁でした。 

高齢者・障がい者への料金助成の全員への拡充については、今後の検討課題と

の答弁。また、22 年度から障害 3 級が除外された「自動車燃料費補助」を元に

戻すことを求めましたが、現行どおりとの答弁。 

信楽小・中・高校の通学路の安全対策を求めたところ、狭いながらも、車道と

歩道が区別されているので緊急対応には至っていないのが現状との答弁。 

 

 6、7，8 日の一般質問で日本共産党の 3 議員は、切実な地域要求や市政の

問題点について、市長の見解を質しました。その概要をお知らせします。 


